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1 まえがき

近年のめざましい科学技術の進歩を背景に，社会

は情報化に向けて急速に進展している。就中，データ

ベースは，情報システムの根幹要素として今や不可欠

なものとなっている。

データベースとは，情報という資源に対し利用者か

らの多様な要求に対応するために，コンピュータで検

索できるよう磁気ディスク装置等の大容量記憶装置上

に整理・統合し，共有できるようにしたデータの集合

のことである。

国立大学では，概して，OA 化が非常に遅れている
と言われている。一方，慶應大学や中央大学等の私立

大学は，既に 3，4年前にWWWを利用した履修登

録・電算成績管理システムを導入し，成績の一元管理，

成績表の父兄への発送手続き，学力低下に対応するリ

アルタイムでの学生の成績評価等の情報処理システム

が実現されている。

しかし，本学のシステムは紙を媒体とした方法であ

り，学生から提出された履修届け用紙をOCR 等で読
み込むのが関の山である。また，本学では，定期試験

終了後３日以内に成績提出が講義担当全教員（文系理

系を問わず）に義務づけれており，教員は，短期間で

採点，成績記入用紙に成績を手書きし，その後，打ち

込み業者によってデータを一括して手入力しており，

学期末の特定の期間以外に成績データの登録・修正を

行うことは，事務手続きを煩雑化させるだけである。

一方，各教員の提出した成績表は，多大な量になっ

ており，全ての教員からの成績データを入力するには，

多くの時間と費用が費やされることとなる。また，学

生が随時，成績を確認することも，定期試験の結果も，

また再試の結果も迅速に把握できない，成績証明書の
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発行にも時間がかかると言った様々な問題がある。

更に，筆者らの所属する学科では，就職情報の管理

は，二人の就職担当教員が学科に寄せられる求人情報

を管理している。就職担当教員は，郵送された企業の

資料の整理から，企業からの訪問者の対応，そして，

学生の就職活動の手助けまで，幅広い仕事を請け負わ

なければならない。そして，学生の就職活動が続く間

は，このような仕事をほぼ毎日行う。一教員としての

仕事もこなしながらということになると，就職担当教

員には，時間的にも大きな負担がかかってしまう。ま

た，企業から寄せられる求人情報は，そう少なくはな

い。このような情報全てを，就職担当教員が把握し，

学生の希望にそった情報だけを提供するのにも時間と

手間がかかってしまう。

予算管理も同様に，多くの物品 (備品・消耗品)を
扱う大学等での物品請求は，請求者がその都度，指定

様式の伝票に書き込み，事務手続きも手作業で行って

いる。そのため，大変手間がかり，かつ請求金額の集

計に多大な時間がかかっている。その結果，備品物品

の登録・管理が遅くなり，更に，予算執行と決算処理

が年単位で遅れる等の問題が出ている。

以上の問題解決策として，手続き等をWWWブラウ
ザ上行い，DBMSで一元管理する方法が考えられる。

具体的には，成績管理は各教員が持つ PCから成績
データが蓄積されているサーバへアクセスし，成績の

入力を分散して行う方法があり，就職情報の管理に関

しては，就職情報を全てデータベースに登録し，就職

情報の提供をWWWサーバで行い，更に，就職関連
情報の登録を企業や学生が直接行えば，より就職担当

教員の負担は小さくなる。また，予算の管理における

物品請求の手続きには，各請求者が持つ PCから物品
データが蓄積されているサーバにアクセスし，請求伝

票を入力・発行するシステムが考えられる。
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図 1: 成績管理事務支援システム

本プロジェクトでは，一般の PC で用いられてい
る OSに比べて安定性を有し，POSIX準拠性，商用
アプリケーションの対応（PostrgreSQLを商用データ
ベースサーバに入れ替えも検討）の点で優れている，

GNU/Linux を用いてシステムの実装を試みた。

本報告では，これら三つのシステムの設計・実装例

を紹介する。

2 システムの概要

2.1 成績管理支援システムの概要

成績管理支援システムは，教員側は成績データを入

力・転送するシステムの実装，事務側は成績データを

管理するシステムの実装を試みた。また，本システム

は PostgreSQL[1]とWWWブラウザを，サーブレッ
ト [2, 3]で連携することによって構築している。JSP/
サーブレットを使うサーバとして Tomcat 4.0.3を使
用している。

以下に，システム構成について述べる。

本ソフトウェアは，次のような成績管理の流れを想

定し開発を試みた。図 1は，本成績管理支援システム
構成図である。

1© 受講者の個人情報を登録
2© 開講科目を登録
3© 履修登録

4© 各教員に履修登録状況の通知
5© 各教員が本ソフトウェアを使用し，履修者の成

績を入力・転送

6© 登録した成績を確認

上記の 1©～ 3©では，WWWブラウザを用いて登録，
修正，削除を行う機能が必要となる。また， 5©では，
教員がWWWブラウザ上で成績の入力を行い，その
内容を SSL 方式で暗号化し，事務側が保持するデー
タベースサーバへ転送するシステムの実現を目標とし

ている。

2.2 就職情報事務支援システムの概要

就職情報事務支援システムは，大学での学生の就職

関連情報を管理し，就職担当者のWWWブラウザを
用いて対話的に入力し，就職情報（会社概要や募集要

項，人事担当者来訪のスケジュール等）や，学生の成

績を含めた個人情報の登録・管理等を一貫して行うシ

ステムを SQLサーバ・ベースで実現することを試み
た。本システムでは，早期実現を目指し，PostgreSQL
と PHP[4, 5]を連携させ，実装している。
以下に，システム構成について述べる。

本システムは，主に次のような方法での管理を想定

し開発を試みた。図 2は，本就職情報事務支援システ
ム構成図である。

1© 企業或は担当教員による就職情報の入力
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図 2: 就職情報事務支援システム

2© 学生による個人情報の入力
3© 学生による求人情報の検索
4© 企業或は担当教員による就職情報の更新
5© 学生による個人情報の更新

2.3 予算管理事務支援システムの概要

予算管理事務支援システムは，物品請求者がWWW
ブラウザから物品請求データを入力し，データ管理者

は，Microsoft Access(以下，MS–Accessと略称)で物
品請求データを管理・集計・印刷するシステムを構築

することを目標としている。クライアントが入力した

データは PostgreSQLデータベースに蓄積され，管理
者はMS–Accessから PostgresSQLに接続し，データ
の集計，物品請求伝票印刷等の業務を行う形式をとっ

ている。

以下に，システムの構成について述べる。

本システムは，次のような物品請求の流れを想定し

開発を試みた。

1© 管理者による各部署の登録
2© 物品請求者による物品請求
3© 管理者による請求伝票印刷 (三連複写伝票用の

ドットマトリックス・プリンタが少ないため)

4© 管理者，請求者による請求額集計

図 3は，本予算管理事務支援システム構成図である。

物品請求者は各部署 (研究室)の持つコンピュータ
からWWWブラウザを通して物品請求データをサー
バに送信する。ここから入力された物品請求データは

PostgreSQLサーバに送られ，ここに蓄積される。物
品請求システムは PostgreSQLのビュー表を通して間
接的にデータにアクセスしており，各請求者は，当該

部署のデータ以外は操作できないようになっている。

一旦サーバに蓄積されたデータは上部にある管理シ

ステム，印刷システムによって読み込まれそれぞれの

システムで適切に処理される。

3 成績管理支援システム

現在の成績処理のマスター・データベース・サーバ

は，Oracleベースのジャスト社製「学苑」システムと
言われる市販品であり，平成 14年度 4月から稼働し
始めている。しかし，入力部は，未だにOCR或いは，
CVSデータであり，出力も現状では，印刷物である。

本開発例は，そのミドルサーバ的な機能を提供し，

WWWブラウザを介した，教員による成績入力・閲
覧を可能にする。当該システムを利用する教員数は約

400名，利用する在学生数は約 6,500名である。

成績管理支援システムとデータベースとの連携は

サーブレットにより行っている。Javaプログラム中か
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図 3: 予算管理事務支援システム

らデータベースへアクセスするには，PostgreSQLに
JDBCを経由することで可能である。JDBCは Java
とリレーショナル・データベースを結び付ける標準的

なAPIであり，JDBCを介したデータベースの操作，
変更が可能である。

3.1 システムの構成

本システムは，図 4に示すように大学内のマシンか
らのアクセスに限定する。

なお，本システムでは，ネットワーク上を流れるパ

ケットは，Netscape社，Microsoft社の 2大ブラウザ
で標準となっている SSLを用いることによって暗号
化されている。

本研究では，Linuxで使用することができ，ロイヤ
リティ・フリーであり，日本語のサポートが多く，以

前から日本で使われていて信頼性が高い，と言う点か

ら PostgreSQLを採用した。

成績管理システムは，マルチプラットフォーム性で

あり，オブジェクト指向言語で，堅牢性，再利用性，

非依存性に優れている JAVAを使用した。
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図 4: システムの構成図
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図 5: 成績管理支援システムの流れ

3.2 成績管理支援システム

履修登録，成績確認，成績入力等ができる。

• 新学期の登録
管理者による新学期の登録を行いデータベースの

テーブルを作成する。

• 受講者データ，教員データ，科目データの登録，
更新，削除

受講者データ，教員データ，科目データの登録，

更新，削除といった管理ができる。

• 履修届の登録，更新
受講者が履修届の登録，更新することができる。

• 成績確認
各受講者の成績を確認することができる。

• 成績入力
各教員が履修者の成績を入力・転送する。

図 5は，成績管理支援システムの使用方法である。

1© 受講者による履修の登録
2© 実行要求
3© データベースに問い合わせ
4© 問い合わせ結果
5© 実行結果

図 6: 成績管理支援システムの画面

6© 教員による受講者の確認

7© 教員による受講者の成績入力

8© 受講者の成績確認

2© ～ 5©をひとまとめと考え， 1©， 6©～ 8©のすべ
ての場合の時で行われる。(例： 1©→ 2©→ 3©→ 4©→ 5©，
6©→ 2©→ 3©→ 4©→ 5©)

図 6は，成績確認の画面でそれまで履修した科目の
成績が受講者ごとに確認することができる様子を示し

ている。

4 就職情報事務支援システム

大学での学生の就職関連の情報処理を効率的に行

うために，求人側ならびに大学側双方の就職担当者が

WWW ブラウザを用いて対話的にデータを入力し，

就職情報（会社概要や募集要項，人事担当者来訪のス

ケジュール等）や，学生の成績を含めた個人情報の登

録・推薦状発行等を一貫して行うシステムを実現する

ことを試みた。

システムには大きく分けて，企業就職情報と個人就

職情報がある。
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図 7: 企業情報検索画面

4.1 システムの構成

システムの基本構成は成績管理支援システムとほぼ

同じである。

4.2 企業就職情報支援システム

企業データの新規入力，更新入力，検索等ができる。

• 企業就職情報の検索
企業の検索ができる。社名検索，または複合条件

検索を行い，企業情報を閲覧できる。

• 企業就職情報の新規入力
新規に企業データを登録できる。

• 企業就職情報の更新入力
登録済みの企業データの更新ができる。

• 企業就職情報の記号挿入
登録済みの企業データに郵便物整理のための番号

を割り振る（例：あ–001）。

図 7は，企業情報検索の画面で，検索した会社の概
要を閲覧することができる様子を示している。

4.3 個人就職情報支援システム

個人データの新規入力，更新入力等ができる。

図 8: 個人就職情報画面

• 個人就職情報の新規入力
個人の就職情報を新規登録できる。

• 個人就職情報の更新
個人の就職情報を更新することができる。

• 内定情報の一覧
内定した全ての学生の内定情報が一覧表示される。

• 送付先情報の一覧
企業情報で登録した会社全ての送付先情報が一覧

表示される。

図 8は，個人就職情報の画面でデータの一覧，個人就
職情報の入力・更新を行う。

5 予算管理事務支援システム

本システムでは，PostgreSQL と PHP を連携させ
たものを使用している。物品請求者がWWWブラウ
ザから物品請求データを入力し，データ管理者はMS–
Accessで物品請求データを管理・集計・印刷するシステ
ムである。物品請求者が入力したデータはPostgreSQL
データベースに送信され，管理者はMS–Accessから
PostgresSQLに接続し，データを操作する。
管理者が一般事務職員であり，Windowsでの操作

環境の早期実現ならびに複雑な帳票印刷ができること

から，エンドユーザー向けの高機能ミドルウェアであ

るMS–Accessを採用した。

6



図 9: 物品請求データ入力画面

5.1 システムの構成

システムの基本構成は成績管理支援システムとほぼ

同じである。

5.2 予算管理事務支援システム

このシステムには，大きく分けて一般ユーザー (請
求者)用フォームと管理者用フォームがある。以下が
その内容である。

• 一般ユーザー用
物品請求データ入力フォーム

図 9は物品請求データ入力フォームである。請
求者が部署別に物品請求データを登録することが

でき，管理者以外の請求者は他の部署にはアクセ

スできないようになっている。

集計フォーム

集計フォームでは，これまでの請求額合計を部

署別で閲覧することができる。なお，一般ユー

ザー (請求者)は自分の部署の請求額合計だけを
見ることができる。

図 10は物品請求データ合計金額の画面である。

集計フォームで各請求者は部署 IDを入力し，「送
信」ボタンを押すと図 10のように請求額合計が
表示される。

図 10: 物品請求データ合計金額

• ユーザー管理者用
新規ユーザー作成フォーム

新規ユーザー作成フォームは管理者専用のフ

ォームである。一般ユーザーは使用できないよう

になっている。ここでは，新規一般ユーザーの登

録（PostreSQLユーザーの追加)，新規ユーザー
専用の物品・詳細ビュー表の作成ができる。

ユーザーの削除フォーム

ユーザーの削除フォームは新規ユーザー作成

フォームと同様，管理者専用のフォームである。一

般ユーザーは使用できないようになっている。こ

こでは，登録している一般ユーザーの削除（Post-
greSQLユーザーからの削除)，専用の物品・詳細
ビュー表の削除を行う。

5.3 予算管理システム

図 11 は『予算管理システム』である。これは，
WWWブラウザから PostgreSQLデータベースに登
録したデータを PostgreSQL ODBCドライバを経由
し，MS–Accessで操作（管理・集計・印刷）する管理
者用のシステムである。

• 伝票入力フォーム
WWWブラウザ上だけでなく，ここでも管理者
は物品請求データを新規に入力できる。

• 印刷フォーム
メインフォーム，または伝票入力，物品請求簿

フォームの「印刷」ボタンを押すと印刷フォーム

7



図 11: MS–Access予算管理事務支援システム

図 12: 管理者集計フォーム

が開く。ここでは，物品請求書原符と物品請求書

詳細の 2種類の様式に従って，正確な位置に必要
なデータを印刷することができる。

• 使用場所別レポートフォーム
使用場所別レポートとは，登録してある物品請求

データを部署別にまとめたレポートである。

• 物品請求簿フォーム
登録されたデータを複数条件で抽出でき，請求者

の記入漏れ等の修正やデータの追加ができる。

• 集計フォーム
図 12は管理者集計フォームである。登録された
データを複数条件で抽出し集計することができる。

6 むすび

本報告で紹介した三つの支援システムについて成績

管理支援システム以外は実用に供する程度に完成し，

実務レベルの試用期間を経て，運用を計画している。

このシステムを適用すれば，予算管理，就職情報管理

が容易に行えることになることは，必至である。

就職情報システムに関しては，2年後実用を予定し
ており，予算管理システムは，来年から稼働を予定し

ている。

なお，成績入力に関しては，当大学事務部から

WWWブラウザを介した入力部の開発依頼が来てい
るが，約 6,500名の在学生のアクセスに耐えるサーバ
の設置予算を計上し，現在，予算申請結果待ちである。

また，成績管理支援システムについては，アクセス

人数が多く，登録したデータの更新，修正のため複数

名が何度もデータベースにアクセスする可能性があ

る。そのたびにデータベースを更新することは，シス

テムの性能を低下させる。解決策として，マスター・

データベース・サーバの前段に複数のキャッシュ・デー

タベース・サーバを設置することを考えている。

これらの機能には，事務担当者や利用者の意見を取

り込んで，操作性や利便性の面から修正もしくは追加

した方が良い機能が他にもあると思われる。特に，成

績管理の実用化には，ネットワークにおけるセキュリ

ティー問題に関しても更なる検討が 必要である。
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